


















































 John W. Carlin元NARA長官が紹介した
「NARA本館（Archives I）での新たな展示」に
ついて確認する




2006, p. 65-80. 

















































 1931.9 国立公文書館（現・Archives I）の建築始まる









































































（The National Archives Experience）
 William G. McGowan Theater：映像展示室兼講
堂
 Lawrence F. O’Brien Gallery：特別展示室
 The Public Vaults：常設展示室
 Rotunda for the Charters of Freedom：ロタンダ
 Boeing Learning Center：児童・生徒がNARAの記
録について学ぶためのスペース






































































 Branch, Taylor. The Clinton Tapes: Wrestling History 






 Archive This!: The National Archives 
Archivist-in-Training Kit. Foundation for the 


























































Price of Freedom: Americans at War）」の標
題で大きく展示（4階）
原爆投下については「自由の代償」と「アメリカ


















 1995.5～2005.2 John W. Carlin第8代長官
元カンザス州知事、退官後はカンザス州立大学客
員教授
 2005.2～2008.12 Allen Weinstein第9代長官
歴史学者、退官後はメリーランド大学客員教授
 2008.12～2009.11 Adrienne Thomas 
NARA長官代行


































 Kay R. Hagan議員（ノースキャロライナ州選出、民主党）
によるFerriero氏紹介
 Ferriero氏による宣誓
























 Ruane, Michael E. Sharing a sense of history: 
Ferriero is first librarian in charge at National 
Archives. The Washington Post. 2009.12.7, Metro 









































































































































































































 サイバー犯罪に関する白浜シンポジウム（毎年5月 or 
6月頃、和歌山県田辺市・白浜町）
http://www.sccs-jp.org/
 ネットワーク・セキュリティ・ワークショップ in 越後湯沢
（毎年10月頃、新潟県湯沢町）
http://www.anisec.jp/yuzawa/
 デジタル・フォレンジック・コミュニティ（毎年12月頃、東
京）
デジタル・フォレンジック研究会http://www.digitalforensic.jp/
→ 上記における産・学・官のコミュニティづくりに学びた
い
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最後に
 いかに記録管理・情報管理・アーカイブズの活
動を、的確に、かつ幅広くアピールしていくか？
政策形成に向けて
「記録・アーカイブズ文化」の醸成に向けて
 それは、活動の制度化、新技術への対処ととも
に、求められること
活発な「異業種・異領域交流」を！
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ありがとうございました
今回の発表は以下による成果の一部です：
平成21年度文部科学省科学研究費補助金若手研
究(B)「図書館・文書館等における政府情報の保存・
アクセスをめぐる比較制度的研究」（課題番号
21700272、研究代表者：古賀崇）
今後の成果発表に関しては下記よりご覧下さ
い：
京都大学附属図書館研究開発室サイト
http://www3.kulib.kyoto-u.ac.jp/rdl/
